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関連を検討した。統計的分析には、IBM SPSS Statistics ver23.0を使用し、有意確率は5％未満とし、













































































































ELISA法及び real-timePCR 法を自律的に遂行できる段階に到達していることが確認された。 
公開最終試験では、研究成果に関するプレゼンテーションは非常にわかりやすく、修正を求められた
分析方法の記載についても適切に修正されたことが確認された。審査委員からの質問に対しても的確な
回答がなされ、総吸引実施率が 2群間で有意差を認めたことが結果に影響した可能性に関する指摘に対
し、プログラムとして十分に梨状窩吸引が実施された総合的な成果として考える旨の回答がなされた。
さらに、看護への示唆として、梨状窩吸引プログラムが入院期間の短縮、コストをかけずに肺炎を予防
できる可能性、他の疾患へも応用できる可能性、摂食・嚥下認定看護師の教育基準カリキュラムに導入
できる可能性等が述べられた。 
 以上から、本研究は先行研究が適切に活用され、研究目的に対して必要なデータを適切に収集してお
り、得られたデータを適切に分析できていると判断された。提出された副論文についても、本研究に関
連した原著論文であると評価された。学位審査委員会は、提出された本論文が愛知県立大学大学院看護
学研究科博士後期課程の学位に関する内規 16条第 2項の審査基準を満たしており、看護学領域におけ
る実践・研究の発展に寄与する学術上価値ある論文であり、論文提出者である乾氏が看護学領域におけ
る十分な学識と研究者としての能力を有するものであると確認したので、博士（看護学）の学位を授与
するに値するものと全員一致で判断した。 
